
               

               
 
 
南⾕理加「黙劇」 
2023 年 10 ⽉ 28 ⽇［⼟］- 11 ⽉ 18 ⽇［⼟] 11:00-19:00 ⽇⽉祝休 
 

⼩⼭登美夫ギャラリー六本⽊ではこの度、南⾕理加の個展「黙劇」を開催致します。 

作家にとって弊廊で初の個展となる本展では、新作を中⼼に、⼤⼩のスケールにわたる油彩画を発表いたします。 

南⾕は作品制作を通して、絵画というメディウムの可能性と制限とを⾏き来するような、イメージの実験を追求します。南

⾕の絵画は、対照的な⾊の組み合わせや、均⼀に塗られた⾊⾯と筆致の際⽴つ箇所、モチーフの省略化とディテール描写と

いった、キャンバス上の様々なコントラストによって構築されます。それにより描かれる登場⼈物や動物は、豊かな表情と

独特のジェスチャーで躍動感をもって画⾯に⽴ち現れます。 

南⾕の絵画をさらに特徴づけるのは、余⽩を⼤胆に使⽤したダイナミックな構図です。⼈物などが集まって描かれた群像に

おいては、互いに⼲渉しあうポーズや視線が観る⼈のまなざしを誘導し、錯乱させます。⼀⽅で単体のモチーフが画⾯⼀杯

に描かれた構図では、描かれた⼈物や動物がまるで「押し込まれているように」、キャンバスそのものの直線的なエッジに

制限され、あるいはそれに呼応しているような表現があります。 

また本展の作品にも⾒られる近年の展開として、登場⼈物の肌や服の部分に、タトゥーや模様のようにも⾒える線描が描き

込まれます。作家が「ラフに引いた線」と呼ぶこうした線描は、絵具の⾊⾯に新たなレイヤーを与えることでその重厚感を

突き崩すと同時に、キャンバスという⼀つの画⾯に描かれた⼈物像に、画中でまた新たな描画が与えられるという⼊れ⼦構

造を発⽣させます。 

 

本展のタイトルである「黙劇」は、パントマイム（pantomime、無⾔劇）の⽇本語訳です。作家はこの訳を知った際、昔⾒

たパントマイムの「なにかをしているふり」と、⾃⾝の絵の中の⼈物などが繋がったといい、また同時に「黙」として⾔葉

を語らないモノである絵画の性質とも共通項を⾒出します。 

⼀⾒、なにかの物語の⼀部やキャラクター的な表象にもとれる⼈物や動物のモチーフは、「⼈物は⾊や形の⼊れ物にしか過

ぎません」と語る作家にとって、イメージの実験の⼀部でしかないのかもしれません。南⾕の作品において具象的なモチー

フは、絵画独特の視覚的な効果と切っても切れない相互的な関係にあります。南⾕のそうしたバランス感覚は、特定の意味

を伝える⼿段でも、視覚効果の追求のみでもない、作家が「絵として⾃⽴した絵」と形容する独特の視覚⾔語を確⽴してい

ます。新作が⼀堂に会するこの機会に、ぜひご⾼覧ください。 

 

南⾕理加は 1998 年神奈川県⽣まれ。2021 年に多摩美術⼤学絵画学科油画専攻を卒業し、2023 年に東京藝術⼤学⼤学院美

術研究科絵画専攻を修了。現在は茨城を拠点に活動しています。主な受賞歴として、2022 年に CAF 賞⼊選、2023 年に ART 

AWARD TOKYO MARUNOUCHI ⼩⼭登美夫賞受賞。 

 

 


